
実践例「音楽」 

 

 

 

 

 

 
【題材・単元名】 
「一緒に音楽を楽しもう」 
 
【対象学年】 
小学校５学年 
 
【ねらい】 
・いつもと違う集団の中で、リラックスして過ごす。（川越特別支援学校児童Ａ） 
・相手のことを知り、どのように関わることで楽しく交流できるかを考える。（支援籍校児童） 
 

時間 活動内容 目標 留意点 
○児童Ａ ◎支援籍校児童 ○本校 ◎支援籍校 
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１、はじまりのあいさつ 
・本校児童の紹介 
 
 
２、歌 
「エール！！」 
（川特年間の歌） 
 
 
３、つながり遊び 
「サークルダンス」 
「笑うんだＷＡ！」 
（川特の音楽で取り組ん
でいるもの） 
 
 
４、歌（合奏） 
「こげよマイケル」 
（支援籍校の音楽で取り
組んでいるもの） 
 
 
５、感想発表 
 
 
６、おわりのあいさつ 
 

 
 
 
 
○友だちの歌う様子
に注目し、心地よく
鑑賞する。 
 
 
 
○友だちからの働き
かけ（手つなぎ等）
を受け入れ、一緒に
活動する。 
 
 
○友だちの楽器演奏
を鑑賞したり、働き
かけに応じて楽器に
触れたりする。 
 
 
 

 
 
 
 
◎どんな風に聴いて
いるのか表情や行動
に注目する。 
 
 
 
◎手つなぎの仕方、
身体の動かし方等に
ついて様子を知り、
意識して関わる。 

○児童同士関わる場面
では、担任が仲立ちと
なり、手本となるよう
意識して行動する。 
 
◎必要に応じて児童Ａ
の様子や担任の関わり
にも意識を向けられる
ようなきっかけとなる
言葉かけをする。 
 

 
【評価】 
・落ち着いて過ごし、笑顔になる場面が見られたか。（児童Ａ） 
・それぞれの活動を通して、相手の様子を知ることができたか。また、関わり方について考えることが
できたか。（支援籍校児童） 
 

 

【支援籍学習の目的】川越特別支援学校ガイドラインより 

○地域との関係を深めるとともに、在籍校（学級）以外の学校（学級）において学ぶことにより、 

「社会で自立できる自信と力」を育む。（川越特別支援学校） 

○同じ地域に住む障害のある児童生徒と学級の一員として学ぶことにより、「心のバリアフリー」を育む。

（支援籍校） 

【支援籍校教員から】 

・歌やつながり遊び等、川特での活動を取り入れたことで楽しく活動できたように思う。 

・児童Ａが楽しそうにしていると子どもたちも嬉しそうだった。 

・理解授業を受けたことや２回目だったこともあり、１回目よりも積極的に関わろうとする姿が見られる

児童が増えた。 

・次回は何をしようか話している様子も見られ、楽しみにしているようだった。 


